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高校生物にお ける遺伝子 関連実験の 再検討
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　親課程が始ま っ て 2年 目を迎 えて い る 。 高校

生物で は、遺伝子 の 内容が
一
新 された。生徒た

ちは、従来、理 系 の 生物選択者が学習し た 内容

の
一部を 「生物基礎」 で学習 し、大学で学習 し

て い た内容の 一部を 「生物」 で学ぶ こ ととなっ

た。指導者 自身も直接学ん だこ とがない 内容を

手探 りで 教え て い るの が現状で はなか ろ うか。

そ の 中で 、遺伝子 関連 の 実験も一新 され て い る。

主な教科書会社で 取 り上げられて い る遺伝子 関

連の 実験を整理 し、従来行われ てい た実験 の 有

効性を検討 し、高校 で させ た い 遺伝子実験を提

案 し よ うとする の が 本研究 の 目的で ある。

2 教科書に取り上 げられて いる遺伝子関連実験

　 主な教科書会社 4 社 に とりあげられ て い る

遺伝子 関連 の 実験を整理 した 。 そ の 結果 、「生

物基礎 」で 取 り上 げられ て い る 実験 は ほ とん ど

共通 で 、
DNA の 抽出実験 、

パ フ の 観察 、 体細

胞分裂の 観察は 4 社す べ てが取 り上 げ て い た 。

一
方、「生物」 で は 、遺伝子実験 の 扱い 方は教

科書会社に よ っ て さま ざま で あっ た。そ の 中で 、

　「遺伝子組換 え」 「電気泳動」 が キーワー ドと

い える。

3 遺伝子関運実験に関する提案

　 「生物基礎 」 におい て は、共通性 がみ られ る

が 、厂生物」にお い て は多種 多様 で あ る。そ こ で 、

遺伝子 関連実験を考察す る際 の キ
ー

ワ
ー

ドを考

えた。

・科学史の視点を重視

　 （組織培養、細胞融合な ど）

・視覚化に よる驚き の体験

　 （DNA・RNA の 染色、プ ロ トプラス ト、DNA断片〉

・最新 の 内容に触れ る

　 （遺伝子組換え、電気泳動 、DNA 鑑 定）

　 これ らの キー
ワ
ー

ドをも とに、遺伝子 関連実

験で 、是非 とも実施した い 実験の 提案を以下に

示す。

　  核内 の DNA とRNA の 染色 に よ る検出

　   細胞融合 の 実験

　  大腸菌を使 っ た遺伝子組換え実験

　 （バ イ オ ラ ッ ド社キ ッ ト）

　  DNA 鑑定 （コ ス モ バ イ オ DNA 鑑定キ ッ ト）

　   、  、  は 視覚化と最新 の 内容 とい う観点 か

ら選 ん だ。  と  は 市販 され て い る キ ッ トを利用

する もの で あ るが、濃度が高め に調整 され て い る

の で、確実に正 しい 結果を得る こ とが で きる。 

の 細胞融合 で あるが 、4 社調 べ た中で は 1社 だけ

が細胞融合 の 内容 を扱 っ て い た。科学史の 観点か

ら、バ イ オ テ ク ノ ロ ジー
の 歴史を考 えさせ る教材

と して重要 で あ る と考え て い る。

　本研究で は、細胞融合 の 実験 を生徒にさせ た結

果を報告する と と もに、簡単な実験方法 も紹介 し

たい 。

一 53一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


